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解
説野

津
本
「
北
条
系
図
・
大
友
系
図
」
は
、
縦
三
一
・
二
糎
、
全
長
五

四
六
糎
、
紙
数
十
二
枚
の
続
紙
に
書
か
れ
た
系
図
古
写
本
で
あ
り
、
第

七
紙
ま
で
の
前
半
に
桓
武
天
皇
か
ら
始
ま
る
平
氏
「
北
条
系
図
」
が
記

さ
れ
、
第
八
紙
か
ら
の
後
半
に
大
織
冠
鎌
足
か
ら
始
ま
る
藤
原
氏
「
大

友
系
図
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
前
半
と
後
半
の
間
に
は
、

次
の
よ
う
な
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
（
九
頁
参
照
）。

彼
本
奥
云

弘
安
九
年
九
月
七
日
、
新
旧
校
合
写
之
了
、

弘
安
十
年
八
月
十
九
日
、
於
相
州
鎌
倉
郡
亀
谷
郷

雪
下
屋
形
書
之
、
円
海
法
師

嘉
元
弐
年
申辰

五
月
廿
二
日
於
野
津
院
写
伝
之
畢
、

す
な
わ
ち
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）、
新
旧
の
系
図
を
校
合
書
写
し

て
作
成
さ
れ
た
原
本
が
、
翌
弘
安
十
年
、
鎌
倉
亀
谷
郷
雪
下
の
屋
形
で

書
き
写
さ
れ
、
そ
れ
が
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）、
豊
後
国
の
野
津
院

で
書
き
写
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
現
存
す
る
本
系
図
が
、
は
た
し
て
嘉
元

二
年
に
野
津
院
で
書
き
写
さ
れ
た
野
津
本
そ
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と

も
野
津
本
の
系
図
を
さ
ら
に
後
世
に
な
っ
て
か
ら
写
し
た
も
の
な
の
か

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
そ
れ
は
、
右
に
掲
げ
た
嘉

元
二
年
の
奥
書
が
、
本
系
図
そ
の
も
の
の
書
写
奥
書
な
の
か
、
そ
れ
と

も
本
系
図
の
原
本
と
な
っ
た
古
写
本
の
本
奥
書
な
の
か
と
い
う
問
題
と

も
言
え
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
系
図
を
初
め
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
田
中

稔
氏
は
、
次
の
よ
う
に
考
察
を
加
え
て
お
ら
れ
る
（
１
）。
す
な
わ
ち
田

中
氏
は
、

嘉
元
二
年
奥
書
の
行
頭
が
、「
彼
本
奥
云
」
の
下
に
あ
る
弘
安
九
年

奥
書
以
下
と
揃
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
奥
書
の
文
字
の
書
き
方
が

三
者
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
嘉
元
二
年
奥
書
も
ま
た
本

奥
書
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
無
理
で
は
な
い
。

と
し
て
、
本
系
図
が
嘉
元
二
年
以
降
に
写
さ
れ
た
可
能
性
を
残
し
つ
つ

も
、

弘
安
十
年
・
嘉
元
二
年
奥
書
間
の
行
間
が
や
や
広
い
こ
と
よ
り
考

え
る
と
、
嘉
元
二
年
奥
書
を
本
奥
書
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
疑

点
が
残
る
。

と
さ
れ
、
さ
ら
に

本
系
図
は
書
風
・
紙
質
よ
り
推
す
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
四
世
紀
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を
降
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

と
し
て
、
そ
の
記
載
内
容
を
緻
密
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
嘉
元
二
年
成

立
と
矛
盾
す
る
記
載
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、

『
北
条
系
図
』
の
嘉
元
二
年
奥
書
は
本
奥
書
で
は
な
く
、
そ
の
書

写
奥
書
で
あ
り
、『
大
友
系
図
』
も
ま
た
こ
の
嘉
元
二
年
五
月
頃
に

書
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
誤
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
結
論
付
け
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
結
論
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
渡
辺
澄
夫
氏

に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
（
２
）、
こ
こ
に
付
け
加
え
る
べ
き
も
の

は
特
に
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
本
系
図
は
、
原
本
を
敷
き
写
し
た
と
思
わ
れ
る
写
本

独
特
の
勢
い
の
な
さ
に
加
え
（
３
）、
シ
ミ
・
虫
損
な
ど
が
殆
ど
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
状
態
の
良
さ
も
相
俟
っ
て
、
一
見
す
る
と
、
比
較
的
新

し
い
写
本
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
解
説
で

は
、
書
風
・
紙
質
・
記
載
内
容
と
い
っ
た
、
既
に
田
中
・
渡
辺
両
氏
に

よ
っ
て
検
討
の
尽
く
さ
れ
た
問
題
で
は
な
く
、
な
ぜ
「
北
条
系
図
」
と

「
大
友
系
図
」
が
一
巻
に
書
き
継
が
れ
た
の
か
と
い
う
、
本
系
図
の
成

立
要
因
そ
の
も
の
か
ら
、
本
系
図
の
成
立
が
嘉
元
二
年
よ
り
後
に
降
る

も
の
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
論
証
し
、
以
て
本
系
図
の
史
料
的
価
値

を
再
確
認
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

本
系
図
は
、
上
述
し
た
嘉
元
二
年
の
奥
書
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
野

津
家
の
末
裔
で
あ
る
吉
岡
家
を
通
じ
て
福
富
家
文
書
に
伝
来
し
た
と
い

う
そ
の
伝
来
過
程
か
ら
考
え
て
も
、
大
友
一
族
の
野
津
家
に
お
い
て
書

写
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
と
す
る
と
、
そ
の
成

立
の
背
景
を
探
る
た
め
に
は
、
ま
ず
な
ぜ
野
津
家
に
お
い
て
北
条
家
の

系
図
が
書
き
写
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
後
半
に
大
友
家
の
系
図
が
書
き
継

が
れ
て
、
北
条
系
図
と
大
友
系
図
の
合
体
し
た
も
の
が
作
ら
れ
た
の
か

と
い
う
点
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

本
解
説
で
は
こ
の
問
題
を
、
嘉
元
二
年
当
時
の
大
友
家
当
主
貞
親
の

妹
（
叔
母
・
大
友
頼
泰
女
）
が
、
時
の
得
宗
北
条
貞
時
の
叔
父
宗
頼
と

結
婚
し
、
一
子
宗
方
を
為
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
直
し
て
み
た

い
（
一
九
頁
図
Ⅰ
参
照
）。
実
際
、
本
系
図
を
見
て
も
、
大
友
頼
泰
女

に
は
「
相
模
修
理
亮
宗
頼
室
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
北
条
宗
方
に
は

「
母
大
友
兵
庫
頭
女
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
頁
・
三
頁
）。

そ
も
そ
も
大
友
家
は
、
相
模
国
大
友
郷
を
本
貫
地
と
す
る
東
国
御
家

人
で
あ
り
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）、
蒙
古
襲
来
に
対
応
す
る
た
め
、

大
友
頼
泰
の
代
に
豊
後
国
に
下
向
し
た
西
遷
御
家
人
で
あ
っ
た
（
４
）
。

ま
た
一
方
の
北
条
宗
頼
は
、
時
頼
の
妾
腹
の
子
に
し
て
時
宗
の
異
母
弟

に
当
た
り
、
同
じ
く
蒙
古
襲
来
に
対
応
す
る
た
め
、
建
治
二
年
（
一
二
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七
六
）、
長
門
・
周
防
両
国
の
守
護
と
な
り
、
得
宗
の
一
族
と
し
て
初

め
て
現
地
に
下
向
し
た
人
物
で
あ
っ
た
（
５
）。

そ
ん
な
北
条
宗
頼
と
大
友
頼
泰
女
の
間
に
、弘
安
元
年（
一
二
七
八
）、

北
条
宗
方
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
（
６
）、
二
人
は
建

治
二
年
、
宗
頼
が
現
地
に
下
向
し
て
き
て
ま
も
な
く
、
言
う
な
れ
ば
蒙

古
襲
来
の
最
前
線
で
結
ば
れ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
と
こ
ろ
が

宗
頼
は
、
本
系
図
に
も
「
弘
安
二
年
六
月
四
日
為
温
於
長
州
卒
、
為
異

国
警
固
発
向
長
州
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
（
三
頁
）、
現
地
に

下
向
し
て
わ
ず
か
三
年
後
の
弘
安
二
年
、
任
国
の
長
門
で
没
し
て
し
ま

う
。
こ
の
時
、
宗
方
は
数
え
年
で
わ
ず
か
二
歳
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
父

の
記
憶
も
な
い
ま
ま
、
母
方
の
大
友
家
で
養
育
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。実

際
、
宗
方
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）、
六

波
羅
探
題
北
方
に
任
じ
ら
れ
た
際
も
、
ま
ず
京
の
大
友
家
の
屋
形
に
入

っ
て
お
り
（
７
）、
宗
方
に
と
っ
て
大
友
家
は
、
単
な
る
外
戚
以
上
の
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
が
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
こ
と
は
、
大
友

家
に
と
っ
て
も
北
条
宗
方
と
い
う
存
在
が
、
得
宗
一
門
と
の
重
要
な
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
得
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。し
か
る
に
そ
の
後
、

宗
方
は
二
十
代
後
半
に
し
て
「
内
ノ
執
権
ヲ
シ
、
侍
所
ノ
代
官
ナ
ン
ト

ヲ
ソ
、
大
方
天
下
ノ
事
ヲ
行
ケ
リ
」（『
保
暦
間
記
』）
と
伝
え
ら
れ
る

権
勢
を
誇
っ
た
時
も
つ
か
の
間
、
嘉
元
三
年
五
月
、
い
わ
ゆ
る
嘉
元
の

乱
（
北
条
宗
方
の
乱
）
の
首
謀
者
と
し
て
誅
殺
さ
れ
て
し
ま
う
（
８
）。

本
系
図
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
嘉
元
の
乱
の
前
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
宗
方
が
得
宗
家
の
内
管
領
・
侍
所
所
司
と

し
て
権
勢
を
振
る
っ
て
い
た
絶
頂
期
に
相
当
す
る
。大
友
家
に
と
っ
て
、

宗
方
と
の
姻
戚
関
係
を
誇
示
す
る
の
に
こ
れ
以
上
の
時
期
は
な
か
ろ

う
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
こ
と
は
逆
に
言
う
と
、
嘉
元
の
乱
以
降
、
大
友

家
が
こ
の
よ
う
な
系
図
を
書
写
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
自
ら
謀
反

人
宗
方
の
外
戚
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
お
よ
そ
あ

り
得
る
話
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
９
）
。
ま
し
て
正
慶
二
年

（
元
弘
三
・
一
三
三
三
）、
鎮
西
探
題
北
条
英
時
を
討
ち
滅
ぼ
し
た
後
の

大
友
家
に
と
っ
て
、
北
条
家
と
の
姻
戚
関
係
は
決
し
て
誇
る
べ
き
過
去

で
は
な
い
。

さ
ら
に
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）、
九
州
に
敗
走
し
て
き
た
足
利
尊

氏
が
、
大
友
氏
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
た
め
、「
兄
弟
ニ
お
き
て
は
、

猶
子
の
儀
に
て
あ
る
へ
く
候
」
と
い
う
御
判
御
教
書
を
大
友
千
代
松
丸

（
氏
泰
）
に
与
え
て
以
降
、
大
友
氏
は
源
姓
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
、
夙
に
渡
辺
澄
夫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
10
）。
と
す



る
と
、
大
織
冠
鎌
足
を
祖
と
す
る
藤
原
姓
で
記
さ
れ
た
本
系
図
は
、
南

北
朝
期
の
大
友
家
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
も
の
と
は
言
い
難
い
。

以
上
の
状
況
証
拠
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
本
系
図
は
や
は
り
奥

書
ど
お
り
、
嘉
元
二
年
に
書
写
・
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
誤
り
な
い

も
の
と
言
え
る
。
無
論
、
た
と
え
ば
十
五
世
紀
以
降
の
何
ら
か
の
時
点

に
お
い
て
、
上
述
し
て
き
た
政
治
的
事
情
と
は
全
く
無
関
係
に
書
写
さ

れ
た
と
す
れ
ば
話
は
別
だ
が
、
本
系
図
が
「
書
風
・
紙
質
」
よ
り
推
し

て
、「
一
四
世
紀
を
降
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
こ
と
は
、
冒
頭

に
述
べ
た
田
中
稔
氏
の
鑑
識
眼
に
確
か
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
田
中
稔
氏
「
史
料
紹
介
野
津
本
『
北
条
系
図
、
大
友
系
図
』

（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
五
集
、
一
九
八
五

年
）

（
２
）
渡
辺
澄
夫
氏
「
野
津
本
『
大
友
系
図
』
の
紹
介
ー
大
友
氏
出

自
に
関
す
る
決
定
的
史
料
ー
」（『
大
分
県
地
方
史
』
第
一
三

四
号
、
一
九
八
九
年
）

（
３
）
藤
本
正
行
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
本
系
図
に
は
血
統
の
罫

線
を
引
く
際
に
で
き
る
定
規
の
痕
跡
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
と
、
裏
面
が
透
け
て
見
え
る
料
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
原
本
を
敷
き
写
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
４
）
渡
辺
澄
夫
氏
「
豊
後
大
友
氏
の
下
向
土
着
と
嫡
子
単
独
相
続

制
の
問
題
」（『
大
分
県
地
方
史
』
二
五
号
、
一
九
六
一
年
）、

芥
川
竜
男
氏
「
豊
後
大
友
氏
と
相
模
大
友
郷
」（『
日
本
歴
史
』

二
八
七
号
、
一
九
七
二
年
）

（
５
）「
長
門
国
守
護
職
次
第
」（『
続
群
書
類
従
』
巻
九
一
）、
北
条

氏
研
究
会
編
『
北
条
氏
系
譜
人
名
辞
典
』「
北
条
宗
頼
」
の

項
（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
）

（
６
）「
鎌
倉
年
代
記
」「
武
家
年
代
記
」（
増
補
『
続
史
料
大
成
』

所
収
）
等
に
よ
る
と
、
宗
方
は
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）、

二
十
八
歳
で
誅
さ
れ
て
お
り
、
弘
安
元
年
生
ま
れ
と
推
定
さ

れ
る
。

（
７
）「
鎌
倉
大
日
記
」（
増
補
『
続
史
料
大
成
』
所
収
）
永
仁
五
年

条
に
「
六
月
廿
三
日
宗
方
立
鎌
倉
、
七
月
六
日
入
洛
、
住
北

方
、
先
落
着
大
友
屋
形
」
と
あ
る
。

（
８
）
嘉
元
の
乱
に
つ
い
て
は
、
細
川
重
男
氏
『
鎌
倉
政
権
得
宗
専

制
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
二
部
第
二
章

18
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「
嘉
元
の
乱
と
北
条
貞
時
政
権
」（
初
出
は
『
立
正
史
学
』
六

九
号
、
一
九
九
一
年
）
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
他
に
高
橋

慎
一
郎
氏
「
北
条
時
村
と
嘉
元
の
乱
」（『
日
本
歴
史
』
五
五

三
号
、
一
九
九
四
年
）
等
を
参
照
。

（
９
）
前
掲
〔
註
（
８
）〕
細
川
論
文
の
註
（
10
）
に
よ
る
と
、
大

友
頼
泰
の
弟
で
野
津
頼
宗
の
兄
に
当
た
る
大
友
能
泰
は
、
嘉

元
の
乱
に
縁
座
し
て
豊
後
国
国
崎
郡
来
縄
郷
福
成
名
を
収
公

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
10
）「
豊
後
大
友
氏
の
出
自
に
つ
い
て
」（『
大
分
県
地
方
史
』
二

四
号
、
一
九
六
〇
年
、
後
に
『
増
訂
豊
後
大
友
氏
の
研
究
』

第
一
法
規
、
一
九
八
二
年
に
所
収
）

図
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